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開催の目的・概要 

【開催の目的】 

複雑な症例の診断推論プロセスをグループワークを通して学ぶ 

【概要】 

複雑な症例とは、症状、所見が多系統・多臓器にわたり Problem list が膨大になるような症例のことで

す。このような症例では直感的にスナップ診断することも、どれかひとつの prpblem に注目して診断を

絞っていくことも難しく、特有のアプローチが必要になります。 

このワークショップでは、複雑な症例からプロブレムリストを抽出し、たくさんのプロブレムからどう

やって診断に収束させていくかの思考プロセスをグループワークを通して体験します。 

対象は、複雑な症例の診断についての疑問・悩みを抱く、医学生、若手医師です。他人の知恵を借りな

がら自分も知恵を出しあって楽しく診断思考プロセスを学びましょう。 

当時は、グループワークと発表を交え以下の進行でワークショップを行います。 

１症例提示 

２プロブレムの抽出 

３プロブレムのグループ化 

４グループ化した problem から診断仮説を作る 

５まとめ 


